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地
下
空
間
開
発
の
主
力
と
も
言
え
る
泥

水
シ
ー
ル
ド
工
法
。こ
の
工
法
で
、液
状
に

し
た
土
砂
を
排
出
す
る
た
め
に
活
躍
す
る

の
が
当
社
の
泥
水
シ
ー
ル
ド
用
ポ
ン
プ
。 

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
ほ
か
、つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
な
ど
国
内
外
の
シ
ー
ル
ド

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
社
が
得
意
と
す
る
石
、泥
、金
属

な
ど
が
混
入
し
た
水（
ス
ラ
リ
ー
）

を
圧
送
す
る
ポ
ン
プ
。

耐
久
性
を
大
き
く
向
上
さ
せ
た
当
社
製
品

は
、汚
泥
用
ポ
ン
プ
で
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
獲
得
。
下
水
処
理
場
の
ほ
か
、各
種
工
場

の
排
水
処
理
な
ど
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、 

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
で
も

全
国
の
下
水
処
理
場
に
。 

国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン 

工
事
に
欠
か
せ
な
か
っ
た

ポ
ン
プ
と
は
？ 

ポ
ン
プ 都

市
づ
く
り
、イ
ン
フ
ラ
整
備
に 

1

製
品
編

これも
古河！

産
業
機
械
事
業
へ

インペラ（羽根車）で水圧を高める

石
、泥
な
ど
を
含
む
水

を
吸
い
込
む

目
的
地
へ

圧
送
す
る

https://www.furukawakk.co.jp/business/sangyo/


都
市
づ
く
り
、イ
ン
フ
ラ
整
備
に 

2

製
品
編

これも
古河！

02

Ｊ
Ｒ（
旧
国
鉄
）の
八
甲
田
ト
ン
ネ
ル
や
関

越
自
動
車
道
の
関
越
ト
ン
ネ
ル
掘
削
な
ど

に
使
用
さ
れ
、国
内
で
圧
倒
的
シ
ェ
ア
を

誇
る
当
社
の
ド
リ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
。リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
の
実
験
線
や
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。

油
圧
ブ
レ
ー
カ
、油
圧
ク
ロ
ー
ラ
ド
リ
ル
は

世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。ま
た

3
大
さ
く
岩
機
メ
ー
カ
ー
の
1
社
と
し
て
、

輸
出
が
飛
躍
的
に
伸
長
。
今
や
、鉱
山
開

発
、土
木
工
事
な
ど
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

高
速
道
路
、新
幹
線
な
ど 

山
岳
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に

3
大
メ
ー
カ
ー
と
し
て

伸
び
る
世
界
シ
ェ
ア

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
も 

貢
献
し
た
ド
リ
ル
ジ
ャ
ン
ボ

ト
ン
ネ
ル
ド
リ
ル

ジ
ャ
ン
ボ

油
圧

ブ
レ
ー
カ

油
圧

ク
ロ
ー
ラ
ド
リ
ル

開
発
機
械
事
業
へ

山
岳
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
際
、岩
盤

に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
装
填
す
る
孔

を
あ
け
る
機
械
。

孔
を
あ
け
る

さ
く
岩
機

ド
リ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
で

あ
け
た
孔
に

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
装
填
し
、

発
破
工
法
で
掘
る

https://www.furukawakk.co.jp/business/kaihatsu/


https://www.furukawakk.co.jp/business/unic/
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電
線
・
電
子
材
料
に
。 

産
業
に
欠
か
せ
な
い 

銅
を
安
定
供
給

金
属
事
業
へ

化
成
品
事
業
へ

産
業
に
欠
か
せ
な
い
金
属
、化
成
品
提
供

製
品
編

これも
古河！

導
電
性
に
優
れ
、合
金
用
途
も
広
く
、

電
線
や
硬
貨
な
ど
身
近
で
活
躍
。

電
気
銅

亜
酸
化
銅

フ
ジ
ツ
ボ
な
ど
の
付
着
を
防
止

す
る
船
底
塗
料
用
防
汚
剤
と
し

て
使
用
。

古
河
・
オ
ー
ト
ク
ン
プ
式

自
熔
製
錬
技
術
は
国
内
外
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
ア
ッ
プ
と

環
境
負
荷
低
減
に
貢
献
。

銅
山
経
営
と
い
う
当
社
の
発
祥
に
つ
な
が
り
、

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
銅
製
錬
技
術
を
生
み

出
し
た
金
属
事
業
。
銅
は
、電
線
を
は
じ
め

電
子
部
品
や
加
工
品
な
ど
、幅
広
い
用
途

で
産
業
に
欠
か
せ
な
い
基
礎
材
料
で
す
。
現

在
は
原
料
で
あ
る
鉱
石
を
海
外
か
ら
買
い

入
れ
、出
資
先
で
の
委
託
製
錬
に
よ
り
安

定
供
給
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

国
内
で
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
る
の
が
亜
酸
化

銅
。
船
底
塗
料
用
防
汚
剤
と
し
て
用
い
ら

れ
、近
年
で
は
、海
洋
汚
染
防
止
に
対
応
す

る
製
品
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
料
鉱
石
を
輸
入
、 

委
託
製
錬
で
適
正
供
給

船
底
の
塗
料
用
防
汚
剤

と
し
て
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

https://www.furukawakk.co.jp/business/metal/
https://www.furukawakk.co.jp/business/chemical/


1
9
6
0
年
か
ら
研
究
開
発
を
ス
タ
ー
ト
。

国
内
初
の
純
度
9
9
・
9
9
9
9
9
5
％
を
実
現
。

05

当
社
は
高
純
度
金
属
ヒ
素
の
国
内
唯
一

の
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、そ
の
シ
ェ
ア
は
世
界

ト
ッ
プ
を
誇
り
ま
す
。

携
帯
電
話
や 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
信
号
機
な
ど
に

携
帯
電
話 

高
速
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
支
え
る

キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

高
純
度
金
属
ヒ
素

電
子
材
料
事
業
へ

Ｉ
Ｔ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
業
界
へ
貢
献

製
品
編

これも
古河！

高
純
度
金
属
ヒ
素
は
通
信
機
器
の
進
化
を

支
え
る
ガ
リ
ウ
ム
ヒ
素
半
導
体
の
原
料
と

な
り
ま
す
。
ガ
リ
ウ
ム
ヒ
素
半
導
体
は
従

来
の
半
導
体
に
比
べ
、高
速
に
作
動
し
、低

ノ
イ
ズ
・
低
消
費
電
力
な
ど
の
特
長
を
持
ち
、

携
帯
電
話
、高
速
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
キ
ー
パ
ー

ツ
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、信
号
機

な
ど
の
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

Ｌ
Ｄ
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

Ｌ
Ｅ
Ｄ
・・・
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｄ
・・・
レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
オ
ー
ド

https://www.furukawakk.co.jp/business/material/
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当
社
の
創
業
は
、古
河
市
兵

衛
が
草
倉
銅
山（
新
潟
）の
経
営

に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す（
明
治
８
年
）。２
年
後
、足

尾
銅
山（
栃
木
）の
経
営
権
を
得

て（
明
治
１０
年
）、
鉱
山
業
へ
の

専
念
を
決
意
し
ま
す
。

 

世
界
が
「
電
気
の
時
代
」
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
た
当
時
、
銅

山
経
営
は
、電
機
関
連
機
器
に

不
可
欠
の
素
材
で
あ
る
銅
を
産

出
す
る
基
幹
産
業
で
し
た
。

創
業
者
　
古
河
市
兵
衛

当
社
発
展
の
礎
は

時
代
の
産
業
「
銅
山
経
営
」へ
の
着
手
。

　
足
尾
銅
山
で
は
、画
期
的
な

技
術
を
次
々
と
導
入
。
作
業
効

率
の
向
上
と
、大
鉱
脈
の
発
見

も
あ
り
、産
銅
量
が
日
本
一
と
な

り
ま
す（
明
治
17
年
）。一
時
は
日

本
の
銅
の
半
分
ほ
ど
を
産
出
し
、

足
尾
で
の
成
功
は
当
社
の
発
展

の
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、足
尾
で
の
取
り
組
み
は

多
く
の
先
進
技
術
の
実
験
的
役

割
も
果
た
し
、日
本
の
近
代
産

業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た

の
で
す
。

当
時
の
足
尾
銅
山

欧
米
の
先
端
技
術
を
積
極
的
に
導
入

足
尾
銅
山
、産
銅
量
日
本
一
に
。

始
ま
り
は
、

潰
れ
た
豆
腐
？

1875
【 明治8年 】

1884
【 明治17年 】

　
市
兵
衛
8
歳
の
こ
ろ
。
家
業

を
助
け
て
豆
腐
を
売
り
に
行
く

途
中
で
、駕
籠
に
ぶ
つ
け
ら
れ
、

豆
腐
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
れ
で
は
商
売
に
な
ら
ぬ
か

ら
「
買
い
取
っ
て
欲
し
い
」
と
掛

け
合
っ
た
が
、相
手
に
さ
れ
ず
、

「
迷
惑
を
か
け
ら
れ
て
黙
っ
て

引
っ
こ
ん
で
い
な
い
と
い
け
な
い

の
は
、身
分
が
低
い
か
ら
だ
。
な

ん
と
か
名
の
あ
る
人
に
な
り
た

い
」
と
子
供
心
に
思
っ
た
。

　
市
兵
衛
少
年
を
立
身
出
世

に
発
奮
さ
せ
た
出
来
事
だ
っ
た
。



　
足
尾
で
は
明
治
18
年
に
、さ

く
岩
機（
輸
入
品
）の
使
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
従
来
の
手
掘
り

に
比
べ
、一
か
月
の
掘
進
距
離
は

３
倍
に
も
達
し
、効
率
を
向
上

さ
せ
る
と
同
時
に
、さ
く
岩
夫

の
負
担
も
大
き
く
軽
減
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
機
械
の
修
理
の
た

め
に
工
作
課
を
設
置
、明
治
３３

年
に
は
機
械
工
場
を
設
置
し
て
、

機
械
部
門
へ
の
進
出
を
果
た
し

ま
す
。

足
尾
電
気
機
械
修
繕
工
場

足
尾
銅
山
に
機
械
工
場
設
置
、

機
械
部
門
へ
進
出

1900
【 明治33年 】

　
足
尾
銅
山
に
お
け
る
採
鉱
・

製
錬
法
の
発
展
に
伴
い
、動
力
・

輸
送
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
改

良
拡
充
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
あ
ら
た
な
動
力
と
し
て
、水

力
発
電
に
着
目
し
、シ
ー
メ
ン
ス

社（
ド
イ
ツ
）よ
り
技
術
者
を
招

き
、足
尾
銅
山
間
藤
発
電
所
を

建
設（
明
治
２３
年
）。
こ
れ
が
日

本
初
の
水
力
発
電
所
で
す
。
さ

ら
に
明
治
３９
年
、日
光
に
細
尾

発
電
所
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

細
尾
第
1
発
電
所

日
本
初
の
水
力
発
電
所
建
設
。

の
ち
に
日
光
に
大
規
模
発
電
所
を
起
工

1890
【 明治23年 】

陸
奥
宗
光
、

原
敬
と
の
関
係
？

　
市
兵
衛
は
仕
事
を
通
じ
て

陸
奥
宗
光（
後
の
外
務
大
臣
。

日
米
不
平
等
条
約
改
正
に
尽
力
）

の
知
遇
を
得
た
。
市
兵
衛
を
見

込
ん
だ
陸
奥
は
次
男
潤
吉
を

市
兵
衛
の
養
子
に
出
し
、潤
吉

は
古
河
財
閥
の
二
代
目
当
主
と

な
る
。こ
の
縁
か
ら
陸
奥
の
邸
宅

が
古
河
家
の
所
有
と
な
り
三
代

目
の
虎
之
助
に
よ
っ
て
洋
館
と

庭
園
が
造
ら
れ
た
。
戦
後
国
に

所
有
権
が
移
り
、現
在
旧
古
河

庭
園
と
し
て
開
園
さ
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
１９
代
内
閣
総
理

大
臣
と
な
っ
た
原
敬
は
、陸
奥

と
の
関
係
も
あ
り
、古
河
鉱
業

会
社
時
代
、副
社
長
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。



銅
山
作
業
で
の
改
良
・
改
善
は

事
業
の
多
角
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

時
代
の
要
請
に
応
え
て
、さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
進
化
・
発
展
し
て
い
ま
す
。

多
角
化
の
進
展

大正

昭和

足
尾
銅
山（
大
正
9
年
）



　
輸
入
さ
く
岩
機
の
大
量
使
用

で
機
械
化
が
進
ん
だ
足
尾
。
故

障
修
理
や
破
損
部
品
の
製
作
・

充
足
を
行
う
過
程
で
、日
本
人

の
体
形
に
合
っ
た
さ
く
岩
機
へ
の

改
良
の
要
望
が
芽
生
え
ま
す
。

　
大
正
３
年
、足
尾
の
機
械
方
が

手
持
式
の
さ
く
岩
機
を
考
案
。

こ
れ
が
国
産
さ
く
岩
機
の
第
1

号
と
な
り
、今
日
、世
界
に
知
ら

れ
る
古
河
の
さ
く
岩
機
事
業
へ
の
、

第
一
歩
を
記
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

輸
入
さ
く
岩
機
に
よ
る
掘
削

当
時
の
無
人
ポ
ン
プ
室

国
産
さ
く
岩
機
1
号

日
本
初
の「
さ
く
岩
機
」制
作
。 

後
の
さ
く
岩
機
事
業
の
礎
と
す
る

1914
【 大正3年 】

ポ
ン
プ
製
造
の
歴
史
は
大
正
に
。

鉱
山
・
炭
鉱
の
自
家
用
か
ら

1954
【 昭和29年 】

　
鉱
山
・
炭
鉱
で
、掘
る
の
と
同

様
に
重
要
な
の
が
、石
・
泥
・
金

属
な
ど
の
固
形
物
を
含
ん
だ
水

を
外
部
に
排
出
す
る
作
業
で
す
。

こ
の
作
業
に
必
要
な
自
社
用
ポ

ン
プ
の
製
造
に
着
手
し
た
の
が

大
正
期
。
昭
和
２９
年
に
は
市
販

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
第
一
」の

ル
ー
ツ
、足
尾
の

「
安
全
専
一
」
？！

　
鉱
業
所
各
所（
坑
内
な
ど
）に

見
ら
れ
る『
安
全
専
一
』の
掲
示
。

ま
だ“
安
全
第
一
”と
い
う
言
葉

が
な
か
っ
た
大
正
初
期
に
、足
尾

で
掲
げ
ら
れ
た
。ア
メ
リ
カ
で
提

唱
さ
れ
た“
セ
ー
フ
テ
ィ
フ
ァ
ー

ス
ト
”と
い
う
標
語
を
、「
第
一
」

よ
り
「
専
一
」
の
方
が
わ
か
り
や

す
い
と
、当
時
の
所
長
が
考
え
た
。

　
全
国
に
先
駆
け
た
安
全
運

動
で
、当
時
の
古
河
の
先
進
性

が
う
か
が
わ
れ
る
。



古
河
・
オ
ー
ト
ク
ン
プ
式
自
熔
炉

高
純
度
金
属
ヒ
素

　
足
尾
銅
山
を
有
し
た
古
河
は
、

は
じ
め
て
公
害
解
決
に
取
り
組

ん
だ
企
業
で
も
あ
り
ま
す
。
真

摯
な
取
り
組
み
は
、環
境
対
応

事
業
の
今
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

銅
製
錬
法
の
改
良
・
研
究
は
、亜

硫
酸
ガ
ス
を
高
度
に
回
収
す
る

公
害
の
な
い
製
錬
法
を
生
み
だ

し
ま
し
た
。

　
こ
の
自
熔
製
錬
技
術
は
当
社

の
金
属
事
業
を
支
え
て
き
た
と

同
時
に
、国
内
外
の
銅
製
錬
所

で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
害
解
決
へ
の
取
り
組
み
に
始
ま
り
、 

足
尾
製
錬
所
で
自
熔
製
錬
設
備
を
完
成

1956
【 昭和31年 】

　
製
錬
時
に
生
じ
る
副
産
物
を

利
用
で
き
な
い
か
。
そ
の
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
が
、ヒ
素
の
有
効
利

用
で
し
た
。ヒ
素
は
半
導
体
材
料

と
し
て
注
目
さ
れ
は
じ
め
、当
社

は
昭
和
３６
年
に
研
究
を
開
始
し
、

３７
年
に
９
９
，９
９
９
％
の
高
純

度
金
属
ヒ
素
を
開
発
、販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。今
で
は
最
先
端

技
術
材
料
と
し
て
欠
か
せ
な
い

存
在
に
。
電
子
材
料
事
業
の
看

板
製
品
と
し
て
貢
献
し
て
い
ま
す
。

製
錬
時
に
発
生
の
副
産
物
を
有
効
利
用
。 

高
純
度
金
属
ヒ
素
の
研
究
開
発

1962
【 昭和37年 】

一
大
ボ
ウ
リ
ン
グ 

ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
！！

　
当
社
の
機
械
部
門
の
進
出

過
程
で
、ユ
ニ
ー
ク
と
も
言
え
る

の
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
設
備
へ
の
進
出
。

市
場
の
成
長
性
に
目
を
付
け
、

技
術
開
発
に
臨
ん
で
十
年
後
に
、

一
大
ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
が
訪
れ

る（
昭
和
46
〜
47
年
）。

　
注
文
は
殺
到
し
、一
時
は
当

社
の
全
売
り
上
げ
の
半
ば
近
く

を
占
め
る
業
績
を
上
げ
た
。 

　
ブ
ー
ム
の
下
降
と
共
に
、こ

の
分
野
は
終
息
し
た
が
、業
績

停
滞
期
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
、

当
社
の
各
種
事
業
へ
の
進
出
を

支
え
た
役
割
は
大
き
い
。



輸
送
と
荷
役
作
業
を
１
台
で

　
新
た
な
分
野
と
し
て
、昭
和

62
年
、
（株）
ユ
ニ
ッ
ク
を
買
収
。
輸

送
と
荷
役
作
業
を
一
台
の
ト
ラ
ッ

ク
で
可
能
に
し
た
、作
業
効
率

化
に
画
期
的
な
製
品
群
を
陣
容

に
加
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、時
代
の
要
請
に
応

じ
た
新
製
品
開
発
を
進
め
、環

境
に
配
慮
し
た
、低
燃
費
・
低
騒

音
の
「
Ｕ
ー
C
ａ
ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
シ
リ
ー

ズ
」
で
省
エ
ネ
大
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、進
歩
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
株
）ユ
ニ
ッ
ク
の
買
収
。　
　
　
　 

ト
ラ
ッ
ク
搭
載
型
ク
レ
ー
ン
の
代
名
詞
に

1987
【 昭和62年 】



世
界
に
羽
ば
た
く

　
　
古
河
機
械
金
属
グ
ル
ー
プ

平成

世
界
へ
、そ
し
て
未
来
へ
。

豊
か
な
社
会
づ
く
り
に

貢
献
す
る
企
業
を
目
指
し
て
。



「
古
河
鉱
業
株
式
会
社
」か
ら 

「
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社
」へ
社
名
変
更

　
銅
山
業
で
創
業
し
た
当
社
は
、

1
0
0
年
を
越
え
る
歴
史
の
中

で
、時
代
の
要
請
に
応
え
、そ
の

技
術
と
製
品
を
多
様
に
発
展
・

展
開
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
、
そ
の
内
容
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
へ
と
、社
名
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

室
内
空
間
で
も

活
躍
す
る

ク
レ
ー
ン
！？

1989
【 平成元年 】

　
さ
く
岩
機
で
は
平
成
１０
年
の

オ
ラ
ン
ダ
販
社
設
立
な
ど
、海

外
販
売
網
を
強
化
し
て
き
ま
し

た
。
今
や
、世
界
ビ
ッ
グ
３
の
メ

ー
カ
ー
と
し
て
、各
国
の
需
要
に

応
え
て
い
ま
す
。

　
ユ
ニ
ッ
ク
事
業
に
お
い
て
も
海

外
展
開
の
加
速
を
め
ざ
し
て
販

促
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
海
外

展
開
力
を
生
か
し
、ポ
ン
プ
な

ど
他
の
製
品
で
の
海
外
市
場
開

拓
も
、積
極
推
進
し
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
に
、さ
く
岩
機
の
販
社
設
立
な
ど

技
術
力
で
世
界
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

1998
【 平成10年 】

世
界
で
活
躍
す
る
さ
く
岩
機
・
ユ
ニ
ッ
ク

　
機
械
製
品
の
海
外
進
出
に
伴

い
、海
外
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な
使
わ

れ
方
が
逆
輸
入
さ
れ
る
こ
と
も
。 

　
た
と
え
ば
、国
内
で
は
霊
園

な
ど
ト
ラ
ッ
ク
の
入
り
込
め
な

い
場
所
で
活
用
さ
れ
る
ミ
ニ
・

ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン
は
、
海
外

で
は
天
井
の
高
い
屋
内
で
ガ
ラ

ス
貼
り
作
業
な
ど
で
活
躍
。コ

ン
パ
ク
ト
な
ユ
ニ
ッ
ク
製
品
は
、

小
さ
な
間
口
か
ら
も
入
り
、活

躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。 
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